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一
、
は
じ
め
に

二
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
地
蔵
説
話
に
つ
い
て

 
地
蔵
説
話
は
、
日
本
の
説
話
集
の
な
か
で
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
初
め
て
登

場
す
る
。
同
説
話
集
以
降
、
地
蔵
説
話
は
『
拾
遺
往
生
伝
』
に
一
話
、
『
今
昔

物
語
集
』
に
三
十
二
話
と
続
く
。
そ
こ
で
、
『
日
本
霊
異
記
』
以
降
の
説
話
集

に
収
め
ら
れ
た
、
地
蔵
説
話
の
数
と
蘇
生
課
の
数
を
作
品
の
年
代
順
に
整
理
し
、

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
が
、
付
表
の
一
覧
表
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回
は

紙
幅
の
関
係
か
ら
一
四
九
一
年
の
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
ま
で
を
対
象
と
し

た
。
こ
の
表
か
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
が
説
話
集
の
中
で
は
最
も
早
い
時
期
に
、

三
十
二
話
も
の
地
蔵
説
話
を
収
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
『
今
昔

物
語
集
』
の
地
蔵
説
話
に
焦
点
を
当
て
、
同
説
話
集
以
降
の
説
話
集
に
収
め
ら

れ
た
地
蔵
説
話
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
地
蔵
説
話
の
一
系
流
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
段
階
と
し
て
、
地
蔵
説
話

の
”
ご
利
益
”
の
核
を
な
す
〈
蘇
生
謳
〉
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
意
図
す
る
も
の

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
同
説
話
集
以
降
の
説
話
集
に
収
め
ら
れ
た
蘇

生
潭
と
の
関
係
に
も
触
れ
た
い
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
の
三
十
二
話
は
、
宮
詣
十
七
ノ
第
一
か
ら
巻
第
十
七
ノ
第

三
十
二
ま
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
十
二
話
の
地
蔵
説
話
の
構
造
に
つ

い
て
は
、
佐
原
作
美
氏
が
「
地
蔵
信
仰
説
話
の
構
造
」
（
『
駒
澤
短
大
国
文
』
第

13

?
昭
5
8
・
3
）
で
そ
の
特
色
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

 
佐
原
氏
の
論
は
各
話
を
外
観
し
て
、
A
主
人
公
で
あ
る
帰
依
者
の
提
示
が
あ

り
、
B
そ
の
者
の
具
体
的
な
所
業
に
も
と
つ
く
地
蔵
の
利
益
の
実
例
が
述
べ
ら

れ
、
最
後
に
、
C
編
者
に
よ
る
説
話
標
語
を
も
っ
て
一
話
が
終
結
す
る
と
い
う

展
開
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
説
話
間
に
よ
り
個
別
性
の
見
ら
れ
る
、

主
人
公
と
そ
の
所
業
、
あ
る
い
は
地
蔵
と
そ
の
利
益
と
い
っ
た
A
B
の
項
を
申

心
に
見
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
筆
者
の
整
理
す
る
と
こ
ろ
と

若
干
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
佐
原
作
美
氏
の
論
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
相
違
点
あ
る
い
は
不
十
分
と
思
わ
れ
る
次
の
二
点
に
つ
い
て
特
に
取
り
上

げ
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
地
蔵
説
話
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

 
第
一
点
は
、
地
蔵
の
像
形
に
つ
い
て
で
あ
る
。
佐
原
氏
は
地
蔵
の
像
形
を
、

「
年
令
」
「
形
容
」
「
随
伴
者
」
「
手
印
及
び
所
持
す
る
も
の
」
の
四
項
目
か
ら
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考
察
し
て
い
る
。

年形随
 
伴

手
印
及
び
所
持

 
随
伴
者
に
つ
い
て
は
規
定
が
曖
昧
な
の
で
、

「
随
伴
者
」
「
諸
々
の
菩
薩
」

者
と
現
わ
れ
る
の
は
、

の
み
で
あ
る
。

面
体
ノ
仏
菩
薩
ノ
像
」
、

ノ
小
僧
左
右
に
烈
セ
リ
」

「
二
十
体
ノ
地
蔵
」
、

中
二
十
五
話
は
単
独
で
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
ま
た
、
四
項
目
で
は
地
蔵
の
像
形
を
考
え
る
上
で
不
十
分
と
思
わ
れ
る
の
で
、

次
の
「
地
蔵
が
人
々
の
眼
前
に
姿
を
現
わ
す
時
の
姿
そ
の
も
の
」
と
、
「
地
蔵

 
概
略
を
次
に
ま
と
め
て
み
る
。

 
令
 
地
蔵
は
年
令
や
体
躯
の
上
か
ら
見
て
、
十
三
、
四
歳
な

 
 
 
い
し
十
八
歳
程
度
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
像
形
を
比

 
 
 
丘
僧
と
し
て
想
念
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

 
容
 
端
正
端
嚴
に
し
て
美
麗
な
る
尊
像
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

 
 
 
も
っ
て
見
ら
れ
て
い
た
。

 
者
 
地
蔵
と
諸
仏
と
が
複
合
併
置
さ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ

 
 
 
る
が
、
人
前
に
そ
の
姿
を
現
わ
す
時
は
地
蔵
は
単
独
で

 
 
 
現
わ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

 
 
 
像
形
の
具
体
的
記
述
の
あ
る
の
は
わ
ず
か
六
例
と
い
う

 
 
 
こ
と
は
、
『
今
昔
』
の
編
者
に
と
っ
て
、
経
軌
に
も
と

 
 
 
つ
い
た
像
形
の
正
確
な
図
像
的
説
明
を
施
す
よ
り
も
、

 
 
 
よ
り
実
際
的
で
現
実
的
な
諸
利
益
を
説
く
こ
と
の
方
に

 
 
 
意
義
を
認
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地
蔵
と
共
に
出
て
く
る
も
の
を

 
 
 
 
 
「
地
蔵
」
の
三
つ
に
分
類
し
た
い
。
先
ず
、
随
伴

 
 
 
1
「
嘔
」
と
1
8
「
形
チ
美
麗
ナ
ル
童
子
一
人
」
の
二
例

そ
し
て
、
諸
々
の
菩
薩
と
一
緒
に
現
わ
れ
る
の
が
、
5
「
五
十

 
 
 
6
「
毘
沙
門
天
」
、
1
7
「
五
六
人
ノ
小
僧
・
三
十
余
人

 
 
 
 
の
三
例
。
他
の
地
蔵
と
一
緒
に
現
わ
れ
る
の
が
、
1
2

 
 
2
3
「
六
地
蔵
」
の
二
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
十
二
話

が
現
わ
れ
る
場
所
」

姿
場
 
所

の
二
項
目
を
加
え
た
い
。

小
さ
き
僧
 
2
5
例

3
4
5
6
7
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
！
7
1
8
1
9
2
0
2
1

2
3
4
5
6
8
9
2

2
2
2
2
2
2
2
3

地勢夢冥そ亀僧牛地
    の 讐
獄世中途他  熱々
27 11 12 31113
例例例例例常例例例
27 1 2 17 2 26 11 1 2

31 3  5 18 8 27
A47 19 16 31

（
2
7
3
1
は
会
話
申
で
使
わ
れ
る
）

．
地
蔵
が
人
々
の
眼
前
に
姿
を
現
わ
す
時
の
姿
は
、

例
と
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
現
代
に
お
い
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
、

む
小
さ
な
石
地
蔵
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
よ
う
。

は
、
冥
途
が
十
二
例
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

見
る
と
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

を
並
べ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
神
仏
の
出
現
の
有
り
方
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し

て
興
味
深
い
。
ま
た
、
地
獄
の
二
例
は
、
た
と
え
冥
途
で
救
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
地
蔵
は
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
地
蔵
の
慈
悲
の
深
さ
を
暗
示
し
て
い
る
。

 
第
二
点
は
、
利
益
に
つ
い
て
で
あ
る
。
佐
原
氏
と
筆
者
の
考
え
て
い
る
分
類

と
は
少
し
違
い
が
あ
る
の
で
筆
者
の
分
類
を
こ
こ
に
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
生
前

の
行
為
と
し
て
、
善
い
こ
と
を
し
て
い
た
の
か
、
悪
い
こ
之
を
し
て
い
た
の
か
、

11262
8
1
6
（
人
間
を
地
蔵
の
化
身
と
す
る
）

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
8
9

1
1
1
り
乙
9
自
り
乙
迂
り
4
り
乙
2
り
乙
2

2
5
7
9
0
1
2
4
5
1
2

 
 
 
 
1
1
1
1
1
9
自
O
Q

1
3
4
6
1
3
6

 
 
 
 
1
1
9
臼

27
R1

i
死
者
の
告
知
〉

 
 
 
 
 
 
 
〈
小
さ
き
僧
〉
が
二
十
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道
端
に
停

 
 
 
 
そ
し
て
、
地
蔵
が
現
わ
れ
る
場
所

 
 
 
 
 
 
 
蘇
生
説
話
の
多
さ
か
ら

そ
れ
に
比
べ
て
夢
中
が
十
一
例
と
冥
途
と
肩
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あ
る
い
は
、
そ
の
両
方
か
を
「
善
」
「
悪
」
「
両
」
で
示
し
た
。

16 15 14 13 12 ：L1 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1
巻
数

往富往救褒戒比容往富知知救救二値生貴生傷めめ生命生貴らら命命前髪    ら ら ・     せせ「

@   れれ救     るる
@   るる命 利

益

至善善善善悪善善善善 【 1悪悪立浮
行
為

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17
巻
数

褒地往蘇蘇地蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇息め獄生生生母生生生生生生生生生生

逕ｲ  ・  抜O    ・ …

や
刹
齒
d
縫
藝
董
 
生 利

益

善両善善両両善善両善善悪善善都邑
行
為

 
利
益
を
後
世
利
益
と
現
世
利
益
に
分
類
す
る
と
、
後
世
利
益
が
十
三
例
で
現

世
利
益
が
二
十
例
と
な
る
。
そ
の
内
訳
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
後
世
利
益
は
「
往

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ピ

生
」
十
例
（
2
8
1
0
1
4
1
6
1
7
2
2
2
3
2
9
3
0
）
、
「
地
獄
抜
苦
」
二
例
（
2
7
3
1
）
、
・
「
転

生
」
一
例
（
3
1
）
と
な
る
。
現
世
利
益
は
「
蘇
生
」
十
二
例
（
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2

23
Q4
Q5
Q6
Q8

Q
9
）
、
「
救
命
」
五
例
（
3
4
9
1
0
1
3
）
、
「
富
貴
」
二
例
（
7
1
5
）
、

「
値
遇
」
一
例
（
1
）
と
な
る
。
そ
の
他
、
五
例
（
5
6
1
1
1
2
3
2
）
。
よ
っ
て
、

現
世
利
益
の
「
蘇
生
」
が
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

 
生
前
の
行
為
は
、
三
十
二
話
中
二
十
一
話
が
〈
善
〉
で
あ
り
、
全
体
の
約
％

を
占
め
る
。
そ
し
て
、
善
と
悪
の
〈
両
〉
が
五
話
、
〈
悪
〉
が
四
話
、
明
ら
か

で
な
い
も
の
が
二
話
で
あ
る
。
善
い
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
の
は
当
然
の

報
い
と
言
え
る
の
で
、
〈
善
〉
と
く
両
〉
を
除
い
た
〈
悪
〉
の
四
話
に
つ
い
て

は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

三
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
る
地
蔵
説
話
の
蘇
生
諦
に
つ
い
て

 
『
今
昔
物
語
集
』
の
地
蔵
説
話
に
見
る
蘇
生
謬
は
、
十
二
話
で
あ
る
。
因
み

に
、
巻
第
一
六
の
観
音
説
話
は
四
十
話
あ
る
が
、
そ
の
中
、
蘇
生
課
は
一
話
（
3
6
）

の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
地
蔵
説
話
の
特
色
、
つ
ま
り
地
蔵
に
課
せ
ら
れ
た
役

割
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
基
本
的
な
話
型
は
、
生
前
に
地
蔵
を
信
奉
し
て
い
た
人
、
あ
る
い
は
し
て
い

な
か
っ
た
人
が
、
身
に
病
を
受
け
忽
に
亡
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
し

て
蘇
生
す
る
。
そ
の
人
は
、
冥
途
で
地
蔵
が
現
わ
れ
て
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
を

皆
に
語
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
人
達
が
地
蔵
を
信
仰
す
る
と
い
う
型
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
、
こ
の
十
二
話
を
①
冥
途
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
原
因
、
②
霊
験
を

受
け
る
人
物
（
以
下
、
「
選
者
」
と
略
記
す
る
。
）
の
現
世
で
の
行
為
、
③
受
者

の
冥
途
で
の
行
為
の
三
点
か
ら
詳
細
に
見
て
み
よ
う
（
引
用
は
岩
波
の
古
典
文

学
大
系
に
拠
る
）
。

地
蔵
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の
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17
@
流
転
生
死
ノ
業
縁
（
中
風
）

②
常
二
三
三
シ
テ
毎
日
ノ
農
朝
二
、
地
蔵
菩
薩
ノ
宝
号
一
百
八
反
唱
フ
。

③
音
ヲ
挙
テ
大
キ
ニ
叫
テ
云
ク
『
我
レ
ハ
此
レ
、
浄
行
ニ
シ
テ
真
実
ノ
行

 
者
也
、
三
業
六
情
二
於
テ
犯
ス
所
元
シ
。
…
』
…
『
諸
佛
菩
薩
ノ
誓
願

 
 
ハ
本
ヨ
リ
虚
妄
元
シ
。
我
レ
若
シ
、
此
ノ
言
、
遂
二
不
離
ズ
ハ
、
諸
佛

 
 
菩
薩
ノ
真
実
不
虚
ノ
誠
ノ
言
、
皆
、
虎
妄
ソ
説
ト
可
成
シ
』
ト
。

18
@
中
夫
ノ
業
縁
（
病
）

②
諸
ノ
山
ヲ
廻
り
海
ヲ
渡
テ
、
難
行
苦
行
ス
。

③
身
ノ
毛
堅
チ
魂
迷
テ
、
更
二
東
西
ヲ
忘
レ
タ
リ
。

 
 
〈
小
僧
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
〉
驚
キ
恐
レ
テ
、
礼

 
 
拝
恭
敬
ス
。

19
@
〈
地
蔵
が
〉
他
行
ノ
問
二
（
病
）

②
年
十
一
二
歳
許
也
ケ
ル
時
二
、
…
戯
レ
ニ
自
ラ
ー
ノ
僧
形
ヲ
刻
テ
、
此

 
 
レ
、
「
地
蔵
菩
薩
」
ト
名
付
テ
、
…
其
ノ
僧
ヲ
敬
テ
供
養
ス
ル
…

③
心
迷
ヒ
肝
砕
テ
、
思
ユ
ル
釜
元
シ
。
但
シ
、
縷
二
心
有
テ
自
ラ
思
バ
ク
、

 
 
『
我
レ
ハ
死
ヌ
ル
也
ケ
リ
』
。
而
ル
ニ
、
生
タ
リ
ツ
ル
時
、
法
花
経
ヲ

 
 
読
訥
シ
、
観
音
・
地
蔵
二
勲
二
仕
リ
ツ
、
『
必
ズ
此
ノ
度
ノ
我
レ
ヲ
助

 
 
ケ
給
へ
』
と
念
ジ
テ
、

20
@
前
世
ノ
業
縁
（
病
）

②
三
尺
ノ
練
色
ノ
地
蔵
菩
薩
ノ
像
一
儲
ヲ
造
テ
、
其
ノ
寺
ノ
内
二
安
置
シ

 
 
奉
テ
、
日
夜
二
恭
敬
シ
奉
テ
、
台
心
ル
事
元
シ
。

③
東
西
ヲ
忘
レ
テ
更
二
四
ユ
ル
事
誤
シ
。

 
 
小
僧
ノ
前
二
進
ミ
至
テ
、
地
二
脆
ツ
イ
テ
申
テ
云
ク
『
我
レ
、
不
計
ザ

 
 
ル
外
二
此
ノ
所
二
被
召
タ
リ
。
願
ク
ハ
、
地
蔵
菩
薩
、
大
悲
ノ
誓
願
ヲ

 
以
テ
、
我
ヲ
助
ケ
免
シ
給
へ
。
大
士
ノ
利
益
方
便
二
非
ズ
ハ
、
無
力
此

 
 
ノ
所
ヲ
遁
レ
テ
故
郷
二
返
ル
事
ヲ
得
ム
』
ト
。

21
@
罪
有
テ
（
病
）

②
公
ケ
ニ
仕
へ
私
ヲ
顧
テ
有
ル

 
 
〈
地
蔵
が
告
げ
る
〉
常
二
女
二
重
テ
多
ノ
罪
根
ヲ
殖
タ
リ
。
，
…
生
タ
リ

 
 
シ
問
、
全
ク
我
ヲ
不
敬
ズ
。

③
此
小
僧
二
向
テ
、
地
二
脆
テ
涙
流
シ
テ
申
テ
申
ク
、
『
我
レ
、
不
慮
ザ

 
 
ル
外
二
此
ノ
所
二
被
召
タ
リ
。
願
ク
ハ
、
地
蔵
、
大
悲
ノ
誓
ヲ
以
テ
、

 
我
ヲ
助
ケ
テ
免
ス
謀
ヲ
廻
シ
給
へ
』
ト
。
〈
地
蔵
に
汝
の
事
は
知
ら
ぬ

 
と
言
わ
れ
る
〉
弥
ヨ
悔
ヒ
悲
テ
、
重
ネ
テ
小
僧
二
申
テ
云
ク
、
『
尚
、

 
我
ヲ
慈
ビ
給
テ
，
助
ケ
救
テ
免
シ
給
へ
。
我
レ
、
本
国
二
濫
訴
ラ
バ
、

 
財
を
棄
テ
、
三
寳
二
奉
仕
シ
、
偏
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
帰
依
シ
奉
ラ
ム
』
ト
。

22
@
罪
ミ
有
テ
（
忽
二
）

②
心
掛
ク
シ
テ
身
ノ
弁
へ
賢
ガ
リ
ケ
リ
。
公
・
私
二
被
仕
テ
家
豊
也
ケ
リ
、

 
亦
、
勲
二
人
ヲ
慈
ブ
心
有
テ
、
生
類
ヲ
殺
ス
早
天
シ
。
凡
ソ
、
道
心
深

 
 
シ
テ
、
毎
月
ノ
廿
四
足
ハ
、
必
、
持
斉
精
進
ニ
シ
テ
、
佛
事
ヲ
営
デ
、

 
殊
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
念
ジ
奉
ケ
リ
。

③
心
迷
ヒ
肝
砕
ケ
テ
、
音
ヲ
墨
テ
泣
キ
悲
ト
云
ヘ
ド
モ
、
更
二
其
ノ
益
元

 
 
シ
。

 
大
キ
下
五
テ
、
小
僧
の
御
前
二
至
テ
、
掌
ヲ
合
セ
テ
地
響
脆
テ
、
野
々

 
 
ク
申
シ
テ
云
ク
、
『
宿
因
ノ
催
ズ
所
志
テ
、
幸
二
大
師
二
値
ヒ
奉
レ
リ
。

 
今
、
此
レ
引
摂
ヲ
可
蒙
キ
時
也
。
願
ハ
、
地
蔵
菩
薩
、
我
レ
ヲ
助
ケ
給
'

 
 
テ
、
早
ク
本
ノ
閻
浮
二
返
シ
給
へ
』
ト
。

23
@
（
病
）
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②
少
年
ノ
時
ヨ
リ
三
實
二
帰
依
ス
ル
志
有
ケ
リ
。
其
ノ
中
ニ
モ
早
馬
地
蔵

！
 
 
菩
薩
二
仕
テ
、
日
夜
二
念
ジ
奉
テ
、
起
居
門
付
テ
モ
敢
テ
怠
ル
事
元
カ

 
 
 
リ
ケ
リ
。

 
 
③
廣
キ
野
二
出
デ
、
道
二
迷
テ
、
東
西
ヲ
失
ヒ
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
泣
キ
悲

 
 
 
ム

 
2
4
①
（
病
）

 
 
②
心
猛
ク
シ
テ
殺
生
ヲ
以
テ
業
ト
ス
、
更
二
柳
ニ
モ
善
根
ヲ
造
ル
事
元
シ
。

 
 
 
鹿
ノ
 
ル
ニ
随
テ
馬
ヲ
馳
セ
テ
追
フ
程
二
、
一
ノ
寺
の
有
ケ
ル
前
ヲ
馳

 
 
 
セ
渡
ケ
ル
時
二
、
眸
二
寺
ノ
内
見
遣
タ
ル
ニ
、
地
蔵
菩
薩
立
給
ヘ
リ
。

 
 
 
此
ヲ
見
テ
、
柳
二
敬
フ
心
ヲ
発
シ
テ
、
左
ノ
手
ヲ
以
テ
笠
ヲ
脱
テ
、
馳

 
 
 
読
過
ヌ
。

 
 
③
目
暗
レ
心
迷
テ
悲
キ
事
元
限
シ
。
…
『
我
レ
、
一
生
ノ
間
、
罪
業
ヲ
ノ

 
 
 
ミ
造
テ
、
善
根
ヲ
バ
不
修
ザ
リ
キ
。
然
レ
バ
、
罪
、
敢
テ
可
遁
キ
方
元

 
 
 
カ
ラ
ム
。
悲
シ
キ
野
幌
ナ
ト
』
思
ヒ
歎
キ
居
タ
ル
程
二
、

 
2
5
①
（
病
）

 
 
②
此
ノ
佛
師
共
ノ
物
不
食
ヲ
見
テ
、
善
心
有
テ
食
物
ヲ
膳
テ
、
佛
師
共
ヲ

 
 
 
養
テ
日
来
ヲ
経
ル
程
二
・
、
木
造
ハ
既
二
成
ヌ
、
未
ダ
練
色
シ
不
奉
ザ
ル

 
 
③
特
に
な
し

 
2
6
①
（
病
）

 
 
②
亀
ヲ
買
取
テ
…
海
二
放
チ
入
レ
ツ
。

 
 
③
心
ノ
内
二
六
ヂ
怖
レ
思
フ
手
元
限
シ
。

 
2
8
①
身
二
ニ
ノ
罪
有
リ
。
（
病
）

 
 
②
月
ノ
廿
四
日
二
六
波
羅
密
ノ
地
蔵
講
二
参
テ
、
聴
聞
シ
ケ
ル
ニ
、
…
衣

 
 
 
ヲ
脱
テ
導
師
二
与
ヘ
テ
、
一
礫
手
事
ノ
地
蔵
ヲ
造
り
奉
テ
ケ
リ
。
未
ダ
、

 
 
 
不
開
眼
ザ
リ
ケ
ル

 
 
 
〈
地
蔵
が
告
げ
る
〉
一
ハ
男
婬
ノ
罪
也
。
ニ
ハ
五
二
参
テ
法
ヲ
聞
シ
間
、

 
 
 
不
聞
畢
ズ
シ
テ
出
テ
去
レ
ル
罪
也
。

 
 
③
特
に
な
し

 
2
9
①
（
病
）

 
 
②
形
チ
美
麗
ニ
シ
テ
心
柔
和
也
ケ
リ
。
父
母
有
テ
、
度
々
夫
ヲ
合
セ
ム
ト

 
 
 
ス
小
云
ヘ
ド
モ
、
全
ク
此
レ
ヲ
不
好
ズ
シ
テ
、
寡
ニ
シ
テ
年
ヲ
送
ル
。

 
 
③
肝
砕
ケ
心
迷
テ
難
堪
キ
三
元
限
シ
。

 
 
 
掌
ヲ
合
テ
小
僧
二
向
テ
、
地
二
脆
テ
泣
々
ク
申
シ
テ
云
ク
、
『
南
元
帰

 
 
 
命
頂
礼
地
蔵
菩
薩
』
ト
両
三
度
。

 
①
の
冥
途
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
原
因
は
、
十
二
話
中
四
話
（
2
0
2
1
2
2
2
8
）

が
受
者
自
身
の
「
罪
」
に
よ
る
も
の
や
、
十
二
話
中
二
話
（
1
7
1
8
）
が
「
流
転

生
死
ノ
業
縁
」
や
「
中
天
ノ
業
縁
」
と
い
っ
た
因
果
応
報
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
現
世
で
の
死
の
原
因
と
し
て
は
、
具
体
的
な
病
名
を
示
さ
ず
、
1
7
の

「
中
風
」
を
除
い
た
十
話
が
単
な
る
「
病
」
で
あ
る
。
2
2
で
は
そ
の
「
病
」
す

ら
な
く
、
「
二
二
」
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
興
味
深
い
も
の
と
し
て
、

19

ﾌ
「
他
行
ノ
間
二
」
が
あ
る
。
い
つ
も
は
受
者
の
こ
と
を
守
っ
て
い
る
の
に
、

た
ま
た
ま
地
蔵
が
他
に
行
っ
て
い
る
間
に
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
蔵
の

多
忙
さ
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
笑
い
を
さ
そ
う
。

 
②
の
受
者
の
現
世
で
の
行
為
は
、
一
で
も
触
れ
た
よ
う
に
2
1
の
み
が
く
悪
〉

で
あ
る
。
「
常
二
女
二
耽
テ
」
い
た
罪
と
「
全
ク
我
（
地
蔵
）
，
ラ
不
敬
ズ
」
の

罪
に
よ
り
、
地
蔵
に
も
汝
の
こ
と
は
知
ら
ぬ
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
救
わ
れ

る
の
は
、
現
世
で
の
罪
を
悔
い
て
「
本
国
二
返
事
ラ
バ
、
財
ヲ
棄
テ
、
三
實
二

奉
仕
シ
、
貸
店
地
蔵
菩
薩
ヲ
帰
依
シ
奉
ラ
ム
」
と
誓
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
受
者

地
蔵
説
話
の
〈
蘇
生
課
〉
が
意
図
す
る
も
の
一
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
を
中
心
と
し
て
一

（93）



、

の
「
弥
ヨ
悔
ヒ
悲
テ
」
に
は
、
自
身
の
逃
れ
よ
う
の
な
い
罪
を
つ
き
つ
け
ら
れ

た
悲
し
み
と
同
時
に
、
そ
れ
で
も
何
と
か
し
て
救
わ
れ
よ
う
と
す
る
必
死
の
形

相
が
想
像
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
何
が
そ
れ
ほ
ど
記
者
を
必
死
に
さ
せ
る
の

か
。
そ
れ
は
、
③
の
1
8
1
9
2
2
2
4
2
6
2
9
の
冒
頭
に
記
し
た
「
身
ノ
毛
堅
チ
魂
迷
テ
」

「
心
迷
ヒ
肝
管
テ
」
「
垂
垂
レ
心
迷
テ
」
「
心
の
内
二
事
業
怖
レ
思
フ
事
角
落
シ
」

等
の
表
現
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
地
獄
へ
堕
ち
る
こ
と
へ
の
恐
怖
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、
言
わ
ば
極
限
状
態
の
時
に
示
す
受
者
達
の
行
為

に
こ
そ
、
人
間
本
来
の
姿
を
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、

③
の
冥
途
で
の
受
者
の
行
為
に
つ
い
て
の
考
察
を
し
て
み
よ
う
。

 
先
ず
、
冥
途
で
地
蔵
に
我
身
を
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
自
ら
地
蔵
の
前
に
願

い
出
る
の
が
四
話
（
2
0
2
！
2
2
2
9
）
、
念
じ
る
の
が
一
話
（
1
9
）
、
訴
え
る
も
の
が

一
話
（
1
7
）
。
地
蔵
を
見
て
、
た
だ
驚
き
恐
れ
て
礼
拝
恭
敬
す
る
も
の
が
一
話

（
1
8
）
。
生
前
に
犯
し
た
罪
を
思
い
、
た
だ
歎
い
て
い
る
も
の
が
三
話
（
2
3
2
4
2
6
）
。

そ
の
他
、
二
話
（
2
5
2
8
）
は
受
者
が
地
蔵
に
何
ら
か
の
働
き
も
し
な
い
う
ち
に

救
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
1
7
で
あ
る
。

17

ﾍ
諸
佛
菩
薩
の
誓
願
を
盾
に
取
り
、
脅
迫
的
な
言
辞
を
な
す
者
で
あ
る
。
彼

は
、
短
命
を
予
言
さ
れ
て
後
、
寺
を
棄
て
永
く
笠
置
の
窟
で
苦
行
を
勤
行
を
し

て
い
た
。
そ
れ
故
に
自
分
の
こ
と
を
「
浄
行
ニ
シ
テ
真
実
ノ
行
者
也
」
と
言
い

切
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
救
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
「
諸
佛
菩
薩
ノ
真
実
不
霊
ノ

誠
ノ
言
、
皆
、
虚
妄
ノ
説
ト
可
成
シ
」
と
言
っ
て
、
救
済
を
必
死
に
求
め
、
理

詰
め
で
迫
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
生
真
面
目
な
人
間
も
い
る
の
で

あ
る
。

 
十
二
例
の
う
ち
た
だ
一
例
（
1
8
）
の
み
が
地
蔵
を
見
て
「
驚
キ
恐
レ
テ
、
礼

拝
恭
敬
ス
。
」
と
い
う
態
度
を
示
す
。
こ
の
受
者
は
日
頃
か
ら
修
験
を
好
ん
で

難
行
苦
行
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
具
体
的
な
罪
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
つ

ま
り
、
こ
の
御
者
の
態
度
は
、
潜
在
的
な
罪
の
意
識
の
現
わ
れ
と
解
釈
し
て
い

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
な
ら
ば
神
佛
の
前
に
立
つ
人
間
は
、
総
て
の

人
が
己
の
罪
の
深
さ
に
、
こ
の
筆
者
と
同
一
の
態
度
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
2
4
の
癖
者
は
生
前
の
罪
業
の
深
さ
を
認
識
し
て

い
る
点
に
お
い
て
は
、
謙
虚
さ
を
窺
え
る
。
2
0
の
地
蔵
に
救
い
を
願
い
出
る
人

物
も
人
間
の
ご
く
自
然
の
様
相
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
色
々
な
性
格
、
心
情
、

性
癖
を
も
つ
人
間
共
を
、
た
っ
た
一
度
の
地
蔵
に
対
す
る
敬
い
心
に
よ
っ
て
も

救
お
う
と
す
る
こ
と
か
ら
、
地
蔵
の
慈
悲
の
深
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
当

時
と
し
て
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
殆
ど
網
羅
し
て
救
済
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

 
そ
れ
で
は
、
こ
の
蘇
生
謳
を
基
本
と
し
て
、
同
説
話
集
以
降
の
説
話
集
に
お

い
て
現
出
す
る
特
異
的
な
蘇
生
諦
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

四
、
八
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
ま
で
の
蘇
生
課
に
つ
い
て

 
地
蔵
説
話
の
蘇
生
課
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』

ま
で
の
七
世
紀
に
渡
っ
て
二
十
八
の
話
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
今
昔
物

、
語
集
』
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
や
『
元
亨
釈
書
』
、
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』

と
の
同
類
話
が
あ
る
。
特
に
1
7
／
2
4
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
『
元
亨
釈
書
』

の
二
本
目
に
同
類
話
が
あ
る
。
こ
の
三
本
を
比
較
し
て
見
る
と
、
地
蔵
に
対
し

て
「
笠
を
脱
い
で
一
礼
し
て
過
ぎ
る
」
も
の
と
、
「
笠
を
脱
い
で
い
さ
さ
か
帰

依
し
て
過
ぎ
る
」
も
の
、
「
地
蔵
を
敬
い
な
が
ら
過
ぎ
る
」
も
の
、
そ
し
て
「
雨

に
濡
れ
て
い
る
地
蔵
に
笠
を
被
せ
る
」
と
い
う
N
四
通
り
の
行
為
が
あ
る
。
こ
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の
四
通
り
の
行
為
の
み
を
見
る
な
ら
ば
、
最
初
は
笠
を
脱
い
で
一
礼
し
て
過
ぎ

た
り
、
敬
い
な
が
ら
過
ぎ
て
い
た
も
の
が
、
雨
に
濡
れ
て
い
る
地
蔵
に
笠
を
被

せ
る
。
こ
れ
は
、
地
蔵
の
慈
悲
が
受
者
に
感
応
し
て
起
っ
た
現
象
と
捉
え
ら
れ

よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
行
為
は
、
現
代
の
『
か
さ
じ
ぞ
う
』
の
話
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
。

 
次
に
特
異
的
な
話
と
し
て
、
『
沙
石
集
』
の
2
／
6
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
『
今
昔
物
語
集
』
で
言
え
ば
、
殺
生
を
業
と
す
み
点
で
は
1
7
／
2
4
に
、

地
蔵
と
の
約
束
で
蘇
生
す
る
と
い
う
点
で
は
1
7
／
2
1
と
に
繋
が
る
。
し
か
し
、

 
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
相
違
は
、
夢
中
も
含
め
て
三
度
も
冥
途
に
行
き
、
そ
し

て
蘇
生
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
最
初
は
、
人
の
勧
め
に
よ
り
造
っ
た
地
蔵
の
お

か
げ
で
、
夢
中
で
は
あ
る
が
冥
途
か
ら
救
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
殺
生
を
止
め
る

が
、
い
つ
の
間
に
か
ま
た
も
と
・
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
い
よ
い
よ
絶
入
し
た
時
、

地
蔵
と
の
殺
生
を
止
め
る
と
い
う
約
束
で
蘇
生
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
再
び
約
束

を
破
り
、
今
度
病
で
冥
途
に
行
っ
た
時
は
、
相
手
に
も
さ
れ
な
い
。
結
局
、
受

者
は
地
蔵
の
衣
の
裾
に
す
が
り
つ
く
こ
と
で
三
度
目
の
蘇
生
を
果
た
す
。
ど
こ

か
滑
稽
な
端
者
の
姿
が
想
像
で
き
る
。
こ
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
人
間
が

い
か
に
意
思
の
弱
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
三
度

も
許
す
こ
と
の
で
き
る
、
地
蔵
の
慈
悲
の
深
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

 
結
局
、
『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
の
間
に
見
ら
れ
る

二
十
八
の
蘇
生
課
は
、
救
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
様
々
な
人
間
の
願
望
を
、
地
蔵

が
、
深
い
慈
悲
を
も
っ
て
拾
い
上
げ
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
奥
書
を
も
つ
十
四
巻
本
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に

至
る
と
、
地
蔵
を
足
蹴
に
す
る
人
物
も
登
場
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

五
、
ま
と
め

 
以
上
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
巻
十
七
を
中
心
と
し
て
地
蔵
説
話
の
蘇
生
謹
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
意
図
す
る
も
の
を
探
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
地
獄
を
目

前
に
し
た
受
者
の
行
為
に
は
、
様
々
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、

敬
慶
で
あ
る
者
や
、
救
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
地
蔵
に
向

か
っ
て
脅
迫
紛
い
の
こ
と
を
す
る
者
、
自
分
の
罪
を
認
め
た
上
で
、
な
お
か
つ

地
蔵
に
す
が
り
つ
く
者
。
一
見
単
純
な
話
型
に
見
え
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
は
、

人
間
の
救
わ
れ
た
い
と
い
う
根
源
的
な
欲
望
が
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
欲
望
を
出
来
う
る
限
り
叶
え
て
や
ろ

う
と
す
る
、
地
蔵
の
慈
悲
の
深
さ
を
繰
り
返
し
物
語
る
の
が
、
地
蔵
説
話
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 
そ
し
て
『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
の
問
で
は
、
二
十

八
話
の
蘇
生
諜
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
地
蔵
が
受
者
の
願
い

を
き
き
と
げ
る
と
い
っ
た
真
面
目
な
関
係
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

十
四
巻
本
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
で
は
百
五
十
三
話
中
、
三
十
九
話
の
蘇
生
潭

が
収
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
も
豊
富
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
今
後
引
き
続
き
地
蔵
説

話
の
一
系
流
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
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地
蔵
説
話
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蘇
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潭
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付
表
…
地
蔵
説
話
の
蘇
生
諄
に
つ
い
て
の
一
覧
表

成
立
年

作
、
 
品
 
名

数

巻
数

蘇
 
 
 
 
生
 
 
 
 
潭
 
 
 
 
の
 
 
 
 
概
 
 
 
 
要

通

備
 
考

八
二
二

日
本
霊
異
記

1
／
1
下
ノ
9

藤
原
広
足
が
亡
妻
の
訴
え
に
よ
か
閻
羅
王
の
前
に
呼
ば
れ
る
。

1

宇
治

一
一
一
一
1
拾
遺
往
生
伝

0
／
1
1

一
一
二
〇i
今
昔
物
語
集

12

^
3
217
m
ー
7

東
大
寺
の
蔵
満
と
い
う
僧
が
短
命
を
予
言
さ
れ
、
笠
置
の
窟
で
苦
行
を
勤
行
。

2

元
亨

17

m
ー
8

備
中
国
の
古
老
の
僧
阿
清
が
難
行
苦
行
の
生
活
を
し
て
い
た
。

3

元
亨

17

m
ー
9

三
井
寺
の
僧
浄
照
が
幼
少
時
に
戯
れ
に
刻
み
供
養
し
た
地
蔵
像
に
救
わ
れ
る
。

4

元
亨

17

^
2
0播
磨
国
の
極
楽
寺
の
入
道
僧
が
冥
途
に
て
父
重
正
の
引
導
を
知
ら
さ
れ
る
。

5

17

^
2
1但
馬
前
司
国
璽
が
閻
魔
の
庁
で
生
前
の
罪
を
繊
悔
。
地
蔵
に
帰
依
す
る
と
誓
う
。

6

17

^
2
2賀
茂
の
盛
孝
が
閻
魔
の
庁
で
地
蔵
の
代
受
苦
の
願
い
出
に
よ
り
救
わ
れ
る
。

7

17

^
2
3周
防
国
の
玉
祖
神
社
の
宮
司
惟
高
が
冥
途
に
て
六
地
蔵
に
救
わ
れ
る
。

8

元
亨

17

^
2
4源
話
中
の
郎
等
が
鹿
を
追
い
な
が
ら
地
蔵
像
に
笠
を
脱
い
で
一
礼
し
て
過
ぎ
る
。

9

宇
治
・
元
亨

17

^
2
5因
幡
国
の
国
隆
寺
の
専
当
法
師
が
別
当
僧
に
代
わ
り
地
蔵
像
を
造
り
か
け
て
死
ぬ
。

10

宇
治

17

^
2
6近
江
の
国
の
下
人
が
妻
の
織
っ
た
布
を
亀
（
地
蔵
の
化
身
）
の
命
と
引
き
換
え
る
。
冥

11

途
で
娘
の
身
代
わ
り
に
な
ろ
う
と
す
る
。

17

^
2
8京
の
女
人
が
地
蔵
講
を
聴
聞
し
て
発
心
す
る
。
地
蔵
像
を
造
り
か
け
た
ま
ま
死
ぬ
。

12

17

^
2
9陸
奥
国
の
恵
日
寺
の
傍
ら
の
尼
（
平
の
三
門
の
第
三
の
女
子
）
が
独
り
身
の
ま
ま
病
死
。

13

元
亨

蘇
生
の
後
、
出
家
し
て
自
蔵
と
言
う
。

一
一
三
七
一
一
五
一

後
拾
遺
往
生
伝
 
-
本
朝
新
修
往
生
伝

0
／
2
1
／
2

1

大
和
国
の
沙
門
圓
能
が
六
僧
（
六
地
蔵
）
に
浄
土
を
見
せ
ら
れ
る
。
五
部
大
乗
経
を
書

14

写
し
て
往
生
を
果
た
す
よ
う
に
告
げ
ら
れ
る
。

一
一
七
八

宝
 
物
 
集

1
／
4
4

色
紙
漉
き
が
一
年
に
一
度
心
ざ
し
は
な
い
け
れ
ど
地
蔵
講
を
受
け
る
。

15

（96）



成
立
年

作
 
品
 
名

数

巻
数

蘇
 
 
 
 
生
，
 
 
 
諺
 
 
 
 
の
 
 
 
 
概
 
 
 
 
要

通

備
考

一
二
一
六

発
 
心
 
集

0
／
2
1

一
二
一
八

宇
治
拾
遺
物
語

4
／
6
44

多
田
満
盃
の
郎
等
が
鹿
を
追
い
な
が
ら
地
蔵
に
笠
を
脱
ぎ
い
さ
さ
か
帰
依
す
る
。

9

今
昔
・
元
亨

45

因
幡
国
の
国
隆
寺
の
別
当
に
代
わ
っ
て
専
当
法
師
が
地
蔵
像
を
造
り
か
け
て
死
ぬ
。

10

今
昔

82

賀
能
ち
院
と
い
う
破
戒
無
漸
の
僧
が
時
々
地
蔵
を
敬
い
な
が
ら
過
ぎ
る
。

9

今
昔
・
元
亨

83

藤
原
豪
貴
が
亡
妻
の
訴
え
に
よ
り
閻
魔
の
庁
に
召
さ
れ
る
。

1

霊
異

一
二
三
三

教
 
訓
 
抄

0
／
1
一

一
二
五
四

古
今
著
聞
集

0
／
1
i

一
二
五
七1
私
聚
四
丁
豊
春

2
／
4
5
ノ
ー
3
長
安
。
念
仏
を
信
じ
な
い
母
親
が
病
に
倒
れ
る
。
子
で
あ
る
尼
が
母
親
に
念
仏
を
さ
せ
る
。

16

母
親
を
見
取
っ
た
後
、
尼
も
亡
く
な
る
。
僧
（
地
蔵
の
化
身
）
か
ら
、
母
親
は
往
生
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
蘇
生
す
る
。

6
／
8京
兆
の
人
で
王
と
い
う
人
が
地
獄
の
門
前
に
て
僧
（
地
蔵
の
化
身
）
か
ら
苦
を
逃
れ
る

17

偶
を
教
わ
る
。

一
二
八
二

撰
 
集
 
抄

1
／
2
9

恵
心
僧
都
の
妹
の
安
養
の
尼
が
、
後
世
を
助
け
給
へ
と
祈
っ
て
居
眠
り
し
た
時
、
地
蔵

18

沙
石
・
雑
談

の
夢
を
見
る
。
後
に
往
生
を
遂
げ
る
。
と
こ
ろ
が
、
修
学
院
の
勝
算
僧
正
が
不
動
の
呪
を
、

恵
心
僧
都
が
地
蔵
を
そ
れ
ぞ
れ
念
じ
る
と
蘇
生
す
る
。
尼
が
言
う
こ
と
に
は
不
動
と
地

蔵
が
自
分
の
手
を
引
い
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
二
八
三

沙
 
 
石
 
集

3
／
9
2
／
5安
養
の
尼
が
絶
入
の
時
、
修
学
院
の
僧
と
恵
心
僧
都
が
實
號
を
唱
え
祈
念
し
た
。
恵
心

18

撰
集
・
雑
談

僧
都
の
給
仕
の
弟
子
が
頓
死
し
た
時
、
不
動
の
慈
救
の
呪
を
諦
せ
し
め
、
僧
都
は
地
蔵

の
寳
號
を
唱
え
た
。
弟
子
が
言
う
こ
と
に
は
、
若
き
僧
が
男
共
に
救
い
を
乞
う
た
が
駄

月
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
び
ん
ず
ら
を
結
っ
た
童
子
二
人
が
白
杖
を
も
っ
て
男
共
を
追

い
払
っ
て
取
り
返
し
、
若
き
僧
に
請
け
取
ら
せ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
「

地
蔵
説
話
の
〈
蘇
生
課
〉
が
意
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す
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の
一
『
今
昔
物
語
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十
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を
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と
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成
立
年

作
 
品
 
名

数

巻
数

蘇
 
 
 
 
生
 
 
 
 
諺
 
 
 
 
の
 
 
 
概
 
 
 
 
要

通

備
考

2
／
6駿
河
国
富
士
河
の
ほ
と
り
に
住
む
殺
生
を
業
と
す
る
男
が
、
人
の
勤
め
に
よ
り
小
地
蔵

19

を
一
体
奉
る
。
夢
で
鬼
に
取
ら
れ
た
時
、
地
蔵
の
願
い
出
に
よ
り
救
わ
れ
た
の
で
一
両

月
は
殺
生
を
止
め
る
が
も
と
に
戻
る
。
絶
入
し
た
時
、
殺
生
を
止
め
る
と
約
束
し
て
蘇

生
す
る
が
、
一
年
後
再
び
殺
生
を
す
る
。
次
に
病
で
亡
く
な
っ
た
時
は
地
蔵
に
相
手
に

さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
衣
の
裾
に
取
り
つ
き
蘇
生
し
、
出
家
。

同
 
右

和
州
生
馬
に
法
相
宗
の
学
生
で
認
識
房
と
い
う
僧
が
い
た
。
持
齋
に
な
り
小
田
を
作
ら

20

せ
塗
料
と
し
、
庵
室
を
構
え
て
隠
居
し
な
が
ら
法
華
経
を
読
み
後
世
の
事
に
思
い
を
あ

て
て
い
た
。
他
界
の
後
、
讃
岐
房
と
い
う
弟
子
が
室
を
譲
り
う
け
る
。
彼
も
聯
か
煩
っ

て
息
絶
え
る
が
、
蘇
生
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
論
識
房
は
召
人
と
な
っ
て
い
た
が
他
に

苦
患
は
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
ま
た
地
蔵
に
導
か
れ
る
途
中
、
餓
鬼
（
亡
母
）
に

呼
び
止
め
ら
れ
る
が
、
地
蔵
に
守
ら
れ
た
。

＝
二
〇
五

雑
 
談
 
集

2
／
7
6

安
養
の
尼
と
、
か
の
弟
子
の
僧
が
、
地
蔵
と
不
動
に
助
け
ら
れ
る
。

18

撰
集
・
沙
石

同
 
右

美
ノ
国
原
見
郡
鶉
の
郷
に
居
た
女
人
が
病
死
。
臨
終
が
快
く
な
か
っ
た
の
で
二
人
の
親

18

撰
集
・
沙
石

し
き
僧
が
神
呪
を
諦
す
と
蘇
生
。
女
人
が
言
う
こ
と
に
は
、
青
く
赤
き
二
人
の
鬼
に
手

を
取
ら
れ
て
行
く
と
僧
が
許
し
を
乞
う
が
許
さ
れ
な
い
。
次
に
頂
き
の
は
げ
て
い
る
童

が
来
て
取
り
返
し
、
此
の
僧
に
渡
し
た
。

ニ
ニ
ニ
ニ

元
亨
釈
書

6
／
7
17

周
州
玉
祖
神
宮
司
惟
高
が
六
地
蔵
に
救
わ
れ
る
。

8

今
昔

18

平
黒
門
の
第
三
の
女
（
冷
蔵
尼
）
が
独
身
の
ま
ま
死
ぬ
が
、
欲
事
な
し
と
蘇
生
。

13

今
昔

19

繹
常
照
が
幼
少
時
に
戯
れ
に
刻
ん
だ
小
比
丘
像
に
救
わ
れ
る
。

4

今
昔

同
 
右

備
の
中
州
窪
屋
郡
の
繹
安
清
は
苦
行
に
耐
え
て
い
た
。

3

今
昔

同
 
右

東
大
寺
の
義
蔵
の
徒
の
繹
蔵
満
が
短
命
を
予
言
さ
れ
、
笠
置
窟
で
苦
行
を
す
る
。

2

今
昔
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成
立
年

作
 
品
 
名

数

巻
数

蘇
 
 
 
 
生
 
 
 
 
潭
 
 
 
 
の
 
 
 
概
 
 
 
 
要

通

備
考

同
 
右

役
夫
賀
能
が
叡
山
の
横
川
の
般
黒
谷
を
過
ぎ
る
時
、
破
れ
た
堂
の
中
に
雨
に
晒
さ
れ
た

9

今
昔
・
宇
治

地
蔵
像
を
見
る
。
自
分
の
笠
を
脱
い
で
そ
の
地
蔵
に
被
せ
る
。

一
四
〇
七

三
国
伝
記

2
／
5
5
／
3洛
陽
の
白
川
に
慈
覚
大
師
の
作
っ
た
地
蔵
が
あ
っ
た
。
そ
の
地
蔵
講
に
貧
女
が
一
度
加

21

わ
る
。
炎
魔
宮
に
て
一
人
の
僧
が
代
受
苦
を
願
い
出
て
救
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
僧
に
後

ろ
を
杖
で
打
た
れ
た
と
思
う
と
蘇
生
。
杖
の
跡
に
都
率
と
い
う
文
字
。

「

5
／
5漢
言
、
簡
州
金
水
県
に
い
た
剴
氏
侍
良
が
捨
て
て
あ
る
杖
を
拾
う
。
杖
の
頭
に
刻
ん
で

22

あ
る
も
の
が
何
の
像
か
不
明
だ
が
、
持
っ
て
帰
り
壁
の
問
に
さ
し
は
さ
み
安
置
し
て
、

時
々
自
警
の
一
分
を
供
養
し
た
。
獄
門
で
形
甚
だ
醜
鄭
な
る
一
人
の
沙
門
が
救
っ
て
く

れ
る
。
こ
の
杖
頭
の
像
に
刻
練
を
加
え
厳
資
す
る
と
像
は
た
ち
ま
ち
光
を
放
っ
た
。
そ

の
家
に
安
置
し
て
地
蔵
尊
と
号
す
。

一
四
九
一

地
蔵
菩
薩
霊
験

7
／
1
8
上
ノ
2

大
唐
の
長
安
の
都
督
崔
季
係
が
生
前
地
蔵
に
仕
え
て
い
た
こ
と
で
蘇
生
。
人
間
に
還
る

23

一
絵
詞

前
に
地
獄
を
見
せ
て
も
ら
い
、
地
蔵
を
念
じ
る
こ
と
で
地
獄
の
苦
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
る
。

上
ノ
3

大
和
国
の
糺
の
文
時
は
信
心
し
て
い
た
。
聖
徳
太
子
の
時
、
百
済
国
よ
り
渡
っ
て
き
た

24

宇
治
橋
寺
の
叉
蔵
に
あ
る
三
尺
の
地
蔵
に
閻
魔
王
宮
か
ら
救
わ
れ
る
。

上
ノ
5
後
白
河
法
皇
の
時
、
女
官
で
奉
仕
し
て
い
る
者
が
質
様
で
あ
っ
た
の
で
、
遂
に
法
師
と

25

関
係
を
持
っ
た
。
地
蔵
の
熱
心
な
信
奉
者
で
も
あ
っ
た
。
閻
魔
王
は
こ
の
女
を
救
う
こ

と
を
拒
絶
す
る
が
、
地
蔵
は
自
ら
の
左
の
眼
を
取
り
出
し
許
し
を
乞
う
。

中
ノ
3

伊
勢
国
の
重
慶
と
い
う
僧
の
子
供
が
、
家
の
前
の
率
兜
婆
に
南
無
地
蔵
菩
薩
と
書
い
て

26

何
と
な
く
拝
ん
で
い
た
。
閻
魔
王
で
亡
き
祖
父
が
嘆
願
し
て
い
る
時
、
鬼
が
こ
の
童
の

足
手
を
釘
で
打
ち
つ
け
背
に
鈷
を
一
射
立
て
て
去
る
。
祖
父
が
引
放
と
う
と
す
る
が
で

地
蔵
説
話
の
〈
蘇
生
謳
〉
が
意
図
す
る
も
の
一
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
を
中
心
と
し
て
一
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き
ず
に
い
る
と
こ
ろ
、
僧
が
現
わ
れ
釘
と
矢
を
抜
い
て
く
れ
る
。

中
ノ
6

入
道
が
七
条
桂
河
の
土
で
造
っ
た
丈
六
の
地
蔵
に
救
助
さ
れ
る
。
お
礼
に
地
蔵
の
「
自

27

分
が
居
る
東
の
道
四
五
町
に
、
水
が
流
れ
て
、
冬
に
も
な
る
と
皆
が
嘆
く
の
で
道
を
造

り
か
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
、
地
蔵
に
貰
っ
た
錫
杖
の
助
け
で
程
も
な
く
造
り

終
え
る
。

下
ノ
ー

近
江
国
に
居
た
賎
し
き
男
が
妻
の
織
っ
た
布
を
亀
（
地
蔵
の
化
身
）
と
交
換
し
、
逃
が

11

今
昔

し
て
や
る
。
冥
途
に
い
た
女
人
の
身
代
わ
り
と
な
ろ
う
と
す
る
。

下
ノ
5

穆
坂
の
人
宿
の
地
蔵
を
下
部
な
る
男
は
必
ず
合
掌
し
て
拝
む
。
亡
く
な
り
、
北
に
向
か
っ

28

て
歩
い
て
い
る
と
、
こ
の
地
蔵
が
「
こ
の
道
は
悪
い
か
ら
も
と
の
方
へ
返
る
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
、
玉
の
円
き
を
賜
る
。

「
成
立
年
」

「
数
 
」

「
巻
 
数
」

…
市
古
貞
次
編
『
日
本
文
学
年
表
』
桜
官
社
 
昭
和
五
四
年
版

 
※
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
は
奥
書
に
拠
る
。

…
上
段
が
地
蔵
説
話
の
数
、
下
段
が
そ
の
う
ち
の
蘇
生
課
の
数

…
『
日
本
霊
異
記
』
（
日
本
古
典
文
学
全
集
・
小
学
館
）

 
『
今
昔
物
語
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）

 
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
・
名
著
普
及
会
）

 
『
宝
物
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）

 
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）

 
『
私
聚
百
因
緑
集
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
・
名
著
普
及
会
）

 
 
 
 
 
『
撰
集
抄
』
（
続
群
書
類
従
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）

 
 
 
 
 
『
沙
石
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）

 
 
 
 
 
『
雑
談
集
』
（
中
世
の
文
学
・
三
弥
井
書
店
）
．

 
 
 
 
 
『
元
亨
二
塁
』
（
大
正
新
車
大
蔵
経
）

 
 
 
 
 
『
三
国
伝
記
』
（
大
日
本
仏
教
全
集
・
名
著
普
及
会
）

 
 
 
 
 
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
（
古
曲
ハ
文
庫
一
一
八
）

「
 
通
 
」
…
話
型
の
通
し
番
号
、

「
備
 
考
」
…
同
類
話
の
あ
る
作
品
名
（
そ
れ
ぞ
れ
略
記
）
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